
て
い
る
の
は
、
夢
洲
へ
の
カ
ジ

ノ
を
核
と
し
た
統
合
型
リ
ゾ
ー

ト（
Ｉ
Ｒ
）や
万
博
の
誘
致
、
な

に
わ
筋
線
、
高
速
道
路
淀
川
左

岸
線
延
伸
分
建
設
な
ど
巨
大
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
と
し
、「
吉
村

市
長
、
あ
な
た
も
で
す
か
。
再

び
大
阪
市
の
財
政
を
危
機
に
陥

れ
る
つ
も
り
か
」
と
迫
り
ま
し

た
。

　

こ
と
し
２
月
の
財
政
試
算
で

再
び
市
財
政
を

危
機
に
陥
れ
る

　

１
９
９
０
年
代
の
無
駄
な
巨

大
開
発
の
破
た
ん
で
生
じ
た
巨

額
の
「
負
の
遺
産
」
の
清
算

で
、
福
祉
切
り
捨
て
、
職
員
給

与
カ
ッ
ト
な
ど
を
行
っ
て
何
と

か
し
の
い
で
き
た
と
小
原
氏
。

と
こ
ろ
が
い
ま
市
が
打
ち
出
し

は
収
支
不
足
は
累
計
１
０
１
０

億
円
に
上
る
が
、
な
に
わ
筋
線

５
９
０
億
円
、
万
博
経
費
２
５

０
～
３
０
０
億
円
の
市
民
負
担

は
試
算
に
織
り
込
ま
れ
て
い
な

い
と
指
摘
。
夢
洲
開
発
で
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
合
わ
せ
る
と
１

千
億
円
を
は
る
か
に
超
え
る
巨

費
に
な
る
と
告
発
し
ま
し
た
。

　

吉
村
氏
は
「
起
債
管
理
を
適

正
に
進
め
、
必
要
な
投
資
を
行

氏
は
「
大
阪
経
済
に
と
っ
て
プ

ラ
ス
に
な
る
ど
こ
ろ
か
、
カ
ジ

ノ
で
負
け
た
分
、
消
費
が
減
っ

て
む
し
ろ
マ
イ
ナ
ス
に
な
る

上
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
問
題

が
一
層
深
刻
に
な
る
。
財
政
的

に
も
無
謀
な
夢
洲
開
発
、
カ
ジ

ノ
誘
致
は
や
め
る
べ
き
だ
」
と

主
張
し
ま
し
た
。

う
こ
と
が
重
要
」「
世
界
最
高
水

準
の
Ｉ
Ｒ
を
誘
致
し
、
大
阪
経

済
の
起
爆
剤
に
す
る
」
と
、
一

連
の
開
発
を
進
め
る
考
え
を
示

し
ま
し
た
。

無
謀
な
開
発
と

カ
ジ
ノ
や
め
よ

　

小
原
氏
は
、
府
市
・
経
済
界

が
ま
と
め
た
「
夢
洲
ま
ち
づ
く

り
構
想
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
鉄

道
建
設
で
は
１
期
の
南
ル
ー
ト

（
地
下
鉄
中
央
線
延
伸
）は
５
４

０
億
円
で
、
２
期
の
北
ル
ー
ト

（
Ｊ
Ｒ
桜
島
線
延
伸
案
）は
１
７

０
０
億
円
、
こ
れ
に
別
の
案

（
京
阪
中
之
島
線
延
伸
）を
つ
な

げ
れ
ば
３
５
０
０
億
円
も
の
巨

費
に
な
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　

夢
洲
開
発
の
１
期
で
掲
げ
る

「
国
際
観
光
拠
点
」
で
、
集
客

の
か
な
め
は
Ｉ
Ｒ
誘
致
。
小
原

　

吉
村
氏
は
カ
ジ
ノ
に
つ
い
て

「
プ
ラ
ス
面
を
最
大
限
に
引
き

出
し
、
懸
念
事
項（
ギ
ャ
ン
ブ

ル
依
存
症
）に
は
正
面
か
ら
取

り
組
む
」
と
誘
致
に
固
執
。
小

原
氏
は
マ
ス
コ
ミ
の
世
論
調
査

で
反
対
世
論
が
多
数
だ
と
し
、

重
ね
て
誘
致
を
や
め
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

進
ん
で
い
な
い

防
潮
堤
耐
震
化

　
「
待
っ
た
な
し
の
南
海
ト
ラ

フ（
巨
大
地
震
）の
震
災
対
策
は

遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な
い
」

と
小
原
氏
。
防
潮
堤
耐
震
化
は

10
年
計
画
の
う
ち
３
年
が
過
ぎ

た
が
、
14
・
４
㌔
（
事
業
費
４

３
０
億
円
）の
う
ち
１
㌔（
同
46

億
円
）し
か
進
ん
で
い
な
い
と

指
摘
。
同
計
画
は
も
と
も
と
32

・
７
㌔（
同
７
８
０
億
円
）だ
っ

た
と
し
、「
大
幅
に
縮
小
し
た

計
画
で
す
ら
で
き
る
か
ど
う
か

分
か
ら
な
い
。
こ
れ
で
は
市
民

の
安
全
・
安
心
は
守
る
こ
と
が

で
き
な
い
」と
批
判
し
ま
し
た
。

　

小
原
氏
は
、
地
元
・
大
正
区

で
地
下
鉄
長
堀
鶴
見
緑
地
線
の

延
伸（
大
正
―
鶴
町
間
）が
長
年

後
回
し
さ
れ
た
こ
と
が
、
同
区

の
人
口
減
少
や
地
域
経
済
の
落

ち
込
み
の
原
因
と
な
っ
て
い
る

と
し
、
巨
大
開
発
優
先
・
都
心

偏
重
の
街
づ
く
り
を
改
め
る
べ

き
と
主
張
。
国
民
健
康
保
険
の

都
道
府
県
単
位
化
に
よ
る
保
険

料
値
上
げ
に
反
対
し
、
認
可
園

の
増
設
と
正
規
保
育
士
の
確
保

に
よ
る
保
育
所
待
機
児
解
消
、

府
立
大
学
と
市
立
大
学
の
統
合

中
止
を
求
め
ま
し
た
。

　

11
月
30
日
の
大
阪
市
議
会
本
会
議
で
日
本
共
産
党
の
小
原
孝
志
議
員
が
一
般
質
問

に
立
ち
ま
し
た
。
吉
村
洋
文
市
長（
大
阪
維
新
の
会
政
調
会
長
）は
破
綻
し
た
巨
大
開

発
路
線
に
回
帰
す
る
一
方
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
防
災
対
策
や
ま
ち
づ
く
り
な

ど
身
近
な
公
共
投
資
が
後
回
し
に
な
っ
て
い
る
と
批
判
。
市
民
の
安
全
・
暮
ら
し
・

福
祉
を
優
先
し
、
釣
り
合
い
の
と
れ
た
街
づ
く
り
を
進
め
る
市
政
へ
の
転
換
を
訴
え

ま
し
た
。 巨

大
開
発
路
線
へ
の
回
帰
や
め
よ

共
産
党･

小
原
市
議
が
批
判

〝
暮
ら
し･
防
災
優
先
に
〟

大
阪
市
議
会
本
会
議

市財政の危機招く

一般質問に立つ小原議員＝11月
30日、大阪市議会本会議場

shikai
テキストボックス
(2017年12月10日付大阪民主新報)


